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細胞は赤血球を貧食 し,Kill(+),LeまlMl(+)管

あった.

前述の臨床所見は MH と極めて輝損じていたが,M銅

とは以下の点が異っていた.① 結節性病巣を形鼠 ② 漉

癌細胞とマクロファ-ジ問に移行像なし.③ 感癌細胞

は LenMiを除き,単球 ･マクロブァ-ジ系マ-力-

は陰性中④ 特異なTjソバ節巌織傑などである.一方,

組織像はホジキソ病にも類似していたが,ホジキン病と

は臨床像が全 く鼎っていた.

1く卜1才榊;汁_tトllH,A-Ⅰ~)Ⅰミ.lL-1)rLICt叩t(汀 とともにII

ソバ球の活性化に関連する抗原であるが予審症例の如く,

多彩な臨床像を巌 した K 巨 旦 リ ン パ腺では予題額細胞

されている可能性がある .

射 若年性関節 リウマチの治療 について

-予後との関連で-

林 三樹素 洩 山 茂 漕 努黒鯛 巣揃 う

若年性関節 リウマチ (JRA)のうち,思春期に発症す

る多関節型や思春期に全身塾から多関節型に移行する例

の関節歯髄予後は比較的不良である.思春期発症の多関

節型の女児2例に Methotrexate(MTX)の少慶閤げ

っ投与およびブシラミソを使用 し亨以下の結果を得た.

L MTX およびプシラミソ投与率は関節障害の進行

は少なかった.2.効果発現は MTX がブシラミソに患た

し早かつた.3.MTX や DMARsは gRA多関節型

の予後を改善 しうると考えた,
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【症例l】コ1才,女-性.某院で Sl.ーt･:と診断され -/

L卜■ニt/⊂7ン げSL160mL,i_~1を使用 し.LIJILしたが.

貴慮尿が増加 し予当科に入院-2.8g/日の蛋白尿を認軌

腎盤襖では,WHO分韓の 壬Vc型.pSL胡 m留を使

用し上が.Cr1.6mL,dl.CcI･-12111llll圭腎機能吉状

下. ミゾljピソ (MZR)を 150mg/日で健周 し,Crl.0

m鍔/批 Ccr73mUm と改善,蛋白尿も陰性化 した,

腎静脈血栓症を合併 し ネプロ-ゼ状願で入院.腎 生 検

では,WHO頬の Vc型.ネフ打-ゼをこよる凝固能の

先進が血栓の原因と考え,パルス療法後,PSL50m好,/

日を使用 したが,ネフ打-ゼは持続.MZR 且50mg/E!

を使用 したところ,蛋白尿は 0.9g//日に減少 し,浮瞳

も消失 した.

【症例3】23才,身性.パルス療法,PSL50mg/日

で初回治療.その後蛋白尿が増加し,抗 DNA 抗体の

増鉱 CH50の低 下鮎あり,MZRま50mgを使用 した

那,ネフ打-ゼ状態となり,入院.PSL を 60mg/日

に増量した,

【考察】hlZliL摘]作用も/レたく､I-)Sl.J抵抗性ハJt一･･一

ブス腎炎で積極的に使用すべきであるが,無効例もあり,

健周畳の検討が必要と考えられた,

2)下腿潰轟 を主訴に した結節性 多発動脈 衆の

且例
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山本 綾子 (新潟大学皮膚科)

57歳,男.平成2年11月,両下肢に網状皮斑出現.辛


